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報告 

             
８月18～20日、貸切バス２台で栃木県那珂川苑に２泊で行ってきました。26家族と学生ボラさん達、看護師

さんの総勢72名が参加。震災支援の一環として３回目となった福島県からのご招待も２家族が参加され、一緒

に楽しんでもらえました。 

１日目・・・箱の森プレイパーク、夜は花火大会、カラオケ大会、親同士の話し合い 

２日目・・・那須野が原公園ﾌｧﾐﾘｰﾌﾟｰﾙ、夜はボラさん主催のﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ大会、講師を招いて親の勉強会  

～講師は金生由紀子先生（東京大学大学院医学系研究科こころの発達医学分野准教授） 

３日目・・・ろまんちっく村 

参加者のみなさんからの感想をご披露します。一部しか掲載できないのがとっても残念です！  （平位 真二） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この集団指導キャンプは、競輪の補助金を受

けて開催しています。http://ringring-keirin.jp 

 

５年ぶりに参加した夏旅行ですが、新宿で久し

ぶりにお会いできた皆様のお顔を拝見し、心地

の良い温かさを感じた次第です。ボラの学生さ

んもレクリｴーションの準備や細かな打ち合わ

せ、いつも楽しく誰もがスーと入れるカリキュラ

ムを作り、幸せいっぱい大笑いで日頃の疲れ

が吹き飛びました。勉強会での金生由紀子先

生の講演内容はまだまだ自分自身勉強不足の

為、これからの課題を目標に日々ゆっくり歩い

て行こうと力をいただきました。 

【福島からご参加】今年はもう３回目にな

るので参加しないと考えていましたが、

その時期が近づくにつれて息子が『みん

なで夏旅行！』と何回も要求するように

なりました。こんな事ではやっぱり参加し

たほうがいいのかなと思い厚かましく仲

間に入れていただきました。 

 

初参加で不安が募り、荷物がどんどん増えていってしま

いましたが、終わってみればとてもリラックスして過ごすこ

とができました。３日間とも外の活動でしたが、子どもたち

は暑さにひるむことなく、またそんな子どもたちにひるん

だ私にとって、ボランティアさんはとても頼りになり、子ど

もたちと一緒に遊んでくれて、とてもありがたかったです。

夜の座談会なども、非常に勉強になることが多く、実り多

い旅行となりました。子どもたちも「来年も行きたい」と今

から楽しみにしております。 

 

初日と３日目の新しい行先はどちらも良かっ

たと思います。ろまんちっく村では自宅へ野

菜等送りました。今までの伝統と若いパワ

ーがいい感じにミックスされ、より充実してい

るように感じました。 

【学生ボラさんのリーダー】リーダーという役割は今まで自分の

人生の中で初めてで、うまくいくか少し気掛かりだったのですが、

役員さんをはじめとして気軽に声をかけてくださった参加者さん

や先輩後輩、同期のメンバーのおかげで無事に終わることがで

きました。色々気が回らないことが多かったと思いますが、大き

な事故もなく終われたので個人的にはホッとしています。３日

間、貴重な経験をさせていただきありがとうございました。 

 

参加された皆さんが、前を向いて今日

からまたパワーを入れて生活できる… 

それがこの旅行かな??と個人的には

思います。 

 

夜の懇談会は毎回本音で語り合える貴重な時間でした。忙しい

先生が夜遅くまで私たちに付き合ってくださって話を聞いていた

だいたことは本当にありがたいです。諸先輩方のお母様、お父

様方とお話させていただき、勇気が湧いてきます。 

 

夜のカラオケとﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ大会は特に息子がとても楽しんで

ました。カラオケでは親の私が全く知らない曲を歌ったりして

「いつそんな歌を覚えたの？」って感じでした。ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ大

会で一番ウケたのがモグラ叩きです。私も少しやらせていた

だきました。他の親御さんも爆笑してましたね。本当にボラさ

んは良くやってくれて感謝の気持ちで一杯です。 

今回は久々に宿の定員一杯まで参加者

が集まり、スタッフとしてとてもうれしい限

りでした。 

 

２日目のプールは子供がとても楽しんでおり、特に流れるプー

ルは都会ではなかなかないので、ハマっていました。 


